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Consideration of Japanese immigrants to Harbin in Manchuria
― Focusing on Shoichi Takeuchi’s Gogol Street of Russian-style
Zhou Qiuli
Abstract: The Japanese literary works with Harbin in Manchuria as an urban 
representation are mainly recorded in the form of travel notes. In this paper, we will 
focus on the short story Gogol Street of Russian-style by Shoichi Takeuchi to investigate 
the different representations of Harbin and the Japanese in Manchuria. Through his 
works, in the “Manchukuo” era, according to the image of Gogol Street of Russian-style, 
the culture brought by foreigners or people of other ethnic groups in Harbin was 
divided more clearly. Additionally, the Japanese in “Manchukuo” became more active 
and conscious of adapting to this land by the political propaganda at that time. The 
Japanese who immigrated into “Manchukuo” were caught in a national identity crisis. 
Unlike the Russians who immigrated to Manchuria had a negative identity, Japanese 
people in “Manchukuo” had a positive identity, which made this group of Japanese find a 
sense of stability and a sense of belonging to Manchuria. Furthermore, both colonialists 
and the public have lost the right to control their lives and freedom in a state of war. 
Helplessness and dissatisfaction are expressed through Takeuchi’s works. Although 
Gogol Street of Russian-style is a National Policy Literature, it reveals Takeuchi’s 
criticism and reflection on war.
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周 　 秋 利64
ゆえに、竹内文学に関する研究は更に続けなくてはならない。
付記：この論文は未公刊の博士論文の一部である。
注：
　本稿における「風俗國課街」からの引用はすべて複製資料の『新潮』［マイクロ資
料］第39年第9号、新潮社、1942年9月1日（日本近代文学館、1975）による。傍線は
すべて稿者による。
1　民族や国民などの集団が歴史の転換期に、自己認識の混迷に陥ること。参考：松村
明『スーパー大辞林3.0』（三省堂）
2　吉田忠雄『満洲移民の奇跡』（［有］人間の科学新社、2009年）128-129頁。
3　塚瀬進『満洲の日本人』（株式会社吉川弘文館、2004年）36-37頁。
4　吉田忠雄『満洲移民の奇跡』（［有］人間の科学新社、2009年）129頁。
5　『満洲開拓政策関係法規』（大東亜省満洲事務局、1943年）1頁。
6　吉田忠雄『満洲移民の奇跡』（［有］人間の科学新社2009年）146頁。
7　山本有造『「満洲」記憶と歴史』（京都大学学術出版会、2007年）142頁。
8　参照：『民生部調査月報』（満洲行政學會、1937年5月）104頁。
9　同上、104頁。
10　呉佩軍「竹内正一が描いたハルビンの都市表象－『ギルマン・アパート点描』『馬
家溝』を中心に」『跨境日本語文学研究06』（笠間書院、2018年）85頁。
11　竹内正一は『作文』の代表的な作家で、「満洲国」時代有名な著者であった。父竹
内坦道は明治の末に「満洲」へ行き、『満洲新報』大連支社長を勤めた。竹内正一
は1902年6月12日に大連市に生まれ、大連で小学校を卒業し、1921年3月に順天中学校
を卒業した。その後、1926年に早稲田大学佛蘭西文学科を卒業した後「満洲」へ行き、
南満洲鉄道に入社し、大連図書館に勤務した後、1934年1月にハルビン満鉄図書館長
となった。そして、北鉄接収により1936年4月に濱鉄路図書館主事となった。更
に、1943年2月に満鉄副参事に昇格し、同年2月の関東州読書協会創立総会で連絡部長
となった。1944年11月12日には第三回大東亜文学者大会に古丁とともに満洲国代表と
して参加した。1945年2月に満鉄を退社し満洲出版文化研究所常務理事に就任したが、
同年8月に引き揚げた。1974年3月10日に竹内正一は亡くなった。
　竹内正一の紹介のご参考は以下の究成果報告書による。岡村敬二研究代表者：『戦前
期「外地」で活動した図書館員に関する総合的研究』科学研究費補助金（基盤研究 C）
研究成果報告書平成21年度－平成23年度（京都ノートルダム女子大学人間文化学
部、2012年3月）134頁。
12　岡田英樹「竹内正一論」『立命館文学』（立命館大学人文学会、2002年）587-588頁。
13　竹内正一、前掲「風俗國課街」132頁。
14　参照：约翰史蒂芬著 刘万钧等编译《满洲黑手党——俄国纳粹黑幕纪实》（黑龙江人民
ハルビンにおける満洲移住の日本人についての考察  65
出版社、黑龙江省新华书店发行、1993年1月）66-67页。
15　同上、126頁。
16　呉佩軍「竹内正一が描いたハルビンの都市表象－『ギルマン・アパート点描』『馬
家溝』を中心に」『跨境日本語文学研究06』（笠間書院、2018年）91頁。
17　平山剛「満洲房産株式会社の住宅供給事業」『アジア経済』第53巻第5号（日本貿易
振興機構アジア経済研究所、2012年5月）60-61頁。
18　竹内正一、前掲「風俗國課街」134頁。
19　吉田忠雄『満洲移民の奇跡』（［有］人間の科学新社、2009年）146-147頁。
20　アイデンティティに関する参考：有末賢「戦後日本社会のアイデンティティ論－重
層的アイデンティティに向けて－」『法学研究』77（1）（慶應義塾大学法学研究
会、2004-01）77-102頁。
21　清水亮太郎「満洲国統治機構における宣伝・宣撫工作」『戦史研究年報』（17）（防
衛省防衛研究所、2014-03）71頁。
